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粘 着性 に も欠 しい 。

　爾場 氏 の 外 米澱粉 の 研究 に よ る と， 外 米 の 澱粉成分

は 内 地 米 に 比 較 し て ア ミ ロ ース 瓶 直 鎖 結 合部 の 分 量 が

多 く， 鎖長の 總 和 が 大 で ある と蓉 5 こ とで，こ の 爲 に

外米の 澱粉成分 は 強固な ミ セ ノL 結合 を成 して い る もの

と考 え られ，之 が 吸 水性 を 惡 く し て い るの で あ ろ 5．

　扨て ，吾々 は 舮 ア ミ ラ ーゼ に富む酵素劑を 外米 の

炊飯前或 い は炊飯時 に作用 させ 強固な ミ セ ノL結合 を緩

和 し て 吸水性 を 増 し．可 成 り よい 米 飯 を炊 き得 た の で

此處 に 紹介 した．

59．酵籌…i肯イ匕に よる唇 油製造 に關ナ る研究

（第 4報 ）Buffered 　 Paper 　 chromategraphy

に ょ る GTutamlc 　 acid の 定量 と醤油中 の

Peptlde に つ い て

60．酵素淌化による醤油に關する研究

　　（第 5報 ）醤 油 中 の 高級含窒藁成 分 と墨味 の 本態

　 　 お よび 原 料 成 分 利 用 率 に つ い て

　　京 大 工 學 部 工 化 ， 高 田 M 市 川 邦 介

　Buffered　paper 　chromatography に よつ て glu −

tamic 　 acid の 定 量 を試 み
一

次元 ， 面積法 で 定量 し 得

る こ とを知 り ， 淌化物中の glutamic 　 acid の 生成1伏

況 を 觀察 し た．また コ 次 元 P ．C ．展開物中 に 見られ る

amino 　 acid 以 外 の spot を 濾紙 よ り抽 出 し ， 再 分 解

した結果 peptide で あ る こ とを確認 した．

　無鹽醸造醤油中に は peptide の 存在が考えられ る

の で ， 高級含 窒素成分 の 分析 を 行 つ た結果 ， 天然 釀造

品に 較 べ て ，
metaprotein −・N お よび pepton

−N が や

や 多 い こ とを 知 っ た．

　 また イ オ ン 交換樹 脂に よつ て 醤油 中 か ら　dicarbo−

nic 　 acid を除い た もの は 旨味 は な く， こ の 處 理 物 に

succinic 　 acid お よび aspartic 　 acid を加 え て も醤

油 の 呈 昧 が 感 ぜ られ ない か ら ， 醤油の 呈昧 の 本態は

glutamic 　acid で あ る こ と を再確認 し た．

61．ペ イ ン トに發生 す る徽とそ の 防黴に關

　　す る研究　（第 7齦 ）

　　油 性ペ イ ン トに 於け る 重金屬化合物 顏料 の 防黴

　　効 果 に つ い て

　　阪大工學部醗酵

　　　　　　 寺本 四郎 ○ 吉井宗 牛，川合繁昌

　 ボ イル 油 を基 質 とす る 油性 ペ イ ン トに 於 て その 樗成

要累た る斉種 重 金摘酸 化物頭ぴ に 鹽類顔料の 黴難 に

對する影響を知 るべ く試驗を行つ た．金屬化合物試料

と し て 酸化巫 錯 ， 酸化 チ タ ン ，錯 白，ク 卩 ム 酸 錯，酸

イ匕鐵 黄，　承甘青，　群 青，　蜥 ，　カ It ミ ウ ム 赤 ，　酸 イ匕ク 卩

ム を その 混合濃度を璽化せ しめ た 塗料 に つ き黴發生 の

ペ イン トよ り分離 した 菌種 （MUC 　er 颱 ，
　 AsPergiltUS

屬，Penicillium 屬，　 RhizoPus 騎） を用 い て そ の 防

黴効果 を比 較した．

　62．澱粉の 滅菌

　　 tf　t フ エ ル ミ ン 製 藥 　 　 長 田 利 造

　澱 粉 は そ の 使 途上 滅菌 ない し は 清 毒 を必 要 とする場

合 が 少 くな い と思 5が ， 主 と し て 工 業的立 場 か ら通 常

の 乾熱 法 の 他 ， 酸 ア ル カ リ お よび ア ル コ F−一ル ， ホ ル マ

リ ン ，NaC12 ， 高周 波 電 渡 赤 外 線 燈 ， 殺 菌燈 に よ る も

の などを吟昧 し た と こ ろ t い ずれ も
一
長 一短 を有 し結

局加壓蒸氣減菌法 が 實用上 有利 で ある こ とを 知 つ た．

　63．醸酵乳酸の利用 に關す る研究　（第8齦）

　　乳馘 メ チ ル エ ス テ ル の 加 水 分 解 （そ の 5）

　　イ オ ン 交換樹脂 の 觸媒 効 果

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　　 寺本 四郎 ， 上 田隆藏 ○藤原耕三

　乳酸精製の 見地 か ら して 乳 酸 メ チ ル エ ス テ ）L の 加水

分解 に は鑛襲等 の 觸媒 の 利用 は不 可能で あ る。最近 エ

ス テ ル の 生成分解及 び その 他 の 反應に 觸媒 と し て イ オ

ン 交換樹脂が 使用せ られ生成物 と樹脂 との 分離 が 容易

なる事 が特徴 で 本研究 の 目的 に よく合致す る．そ九 故

本報 に 於て は 市 販 の Amberlite 　IR　120 及 び ダ イ ヤ ィ

オ ン BK を使用 して 乳 酸 メ チ ル エ ス テ ル の 加水分解 に

對す る觸媒効果 を試驗 した結果 に つ い て 報告した．

　64．醗酵乳酸の 利用 に關ナる研究 （第嘲 ）

　　乳酸 と 7 一ゼル 油 と の 及 贖

　　 （乳酸 7 一ゼル の 製造）

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　　 寺本 四郎○上 田隆藏，藤原耕三

　乳 酸 ．L ス テ ル が溶劑可 塑 剃 と して 優秀な る事 は 多 く

の 文 献 に て 示 され て い るが比較的高價なる爲，餘 り實

用 に 供 されて い ない ．數櫨 の 高級 ア ル コ ー・」L を含む フ

ーゼ ル 油は現在醋酸 との エ ス テ ル 皀卩ち醋酸 フ ーゼ 」L の

形 に て 利用 され て い る．こ の フ ー・
ビ 儿 油 と乳 酸 との エ

ス テ ル （乳 酸 7 一ゼ ル ）は 單
一の ア ル コ ール に よる乳

酸 ．r．ス テ ル よ り も安價 に製造 し う る と考 え られ る．本

報告に 於て は フ ーゼ 儿 油 の 分溜區分 に よ る生 成物の 組

成 の 變化及び そ の 生 成物の 性1伏に つ い て 報告 した t
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